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［目的］　実際の家庭洗濯において、靴下の泥汚れを例として、粒子汚れの洗浄除去の

技術は未だ不充分といえる．これは、粒子汚れの繊維（基質）からの除去過程について

の理論的研究が、体系化されていないことに起因している．このような背景から、粒子

汚れの除去について特に粘土粒子に着目して、その除去性の関する実験を、単純モデル

で行い更にその結果を、粒子の分散･ 凝集に関するコロイド化学の理論で考察を行った.

［方法］ 粘土粒子を使用した木綿汚染布を作製し、４種類の洗浄液で、洗浄実験を行

った．次に洗浄評価法として、従来用いられている表面反射率法と、新たに蛍光Ｘ 線分

析法（以下、XRF 法）の ２種類で測定し、洗浄率を求めた. XRF 法では、粘土汚染布

中の粘土検出にあたり、元素をAl 、Si、Fe に着目した．この結果を拡張DLVO 理論で

解析を行った.

［結果］ 粘土粒子の ひ電位と洗浄率の相関性では、表面反射率法とXRF 法ともに、

対応性がみられた．また、繊維と粘土粒子の各々のこ一電位での積では、洗浄性と対応が

みられ反発力が大きい方が、洗浄に有利とい う結果が得られた．繊維と粒子間の引力に

関係する･^。 と洗浄性の場合でも、対応性がみられる結果であった．
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(目的) 光触媒は比較的新しい研究分野である。有効な応用面も開拓されている。触媒とし

ては酸化チタンの応用が進んでいる。表面に酸化チタンの膜を作製しておくと，有機質の汚

れが付着しても光を照射すると光触媒作用で汚れが分解する。この効果を利用して布に付着

した有機質汚れの除去の可能性を調べた。

(方法) 晒カナキン2023 番( 綿布) に酸化チタンの微粒子の混濁液をスプレー・乾燥

した布を作製した( モリオキ産業(株))。この布に有機質汚れのモデルとしてオレイン酸，

トリオレイン，流動パラフィンを付着 させ３種の汚染布を作り分光反射スペクトルを測

定した。次に低圧水銀灯( センエンジニアリング(株)) による光照射を行なった。この

光の主成分は253.7nm の波長である。 なお184.9nm の光も含まれている。照射後の分

光反射はスペクトルをUV-2500PC  (島津製作所(株))で測定した。700, 600, 400, 300nm

の波長における光の照射前後の反射率から除去率を算出した。

(結果) まず布に対するそれぞれの汚れの付着条件の検討を行なった。照射時間は1.

3,   5分である。照射直後の除去率は小さかった。照射後１日後,   2週間放置した試料の

除去率は, 1 日後が良い値であったo      1日放置した試料を水で洗うことにより除去率は

さらに向上した。酸化チタンに光を照射すると電子と正孔ができ正孔は酸素イオンであ

る。これが有機質汚れの分解反応に関与している。 さらに詳細な研究を続けたい。
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